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財務報告に係る内部統制の重要な欠陥に関するお知らせ 
 

当社は、平成22年３月26日提出の第12期（自 平成21年１月１日 至 平成21年12月31日）
内部統制報告書の記載事項に誤りがありましたので、金融商品取引法第24条の４の５第１項に
基づき、内部統制報告書の訂正報告書を提出いたします。また、本日提出の第13期（自 平成
21年１月１日 至 平成21年12月31日）内部統制報告書において内部統制に重要な欠陥がある
旨を記載することを決定いたしましたのでお知らせいたします。 
 
１．重要な欠陥の内容 
当社の連結子会社である、株式会社 SPARKS（以下「SPARKS」と言う。）が、平成 21 年

12月 21日効力発生日となる当社との株式交換以前（平成 20年 9月 24日）に SPARKSと株
式会社トラストゲートの事業譲渡契約に係る営業権（のれん）の計上について、不適切な会計

処理が行われた疑いが平成 23年２月に生じ、その実態を調査するため、3月 11日に社外の第
三者による第三者調査委員会（委員長：豊田賢治弁護士）を設置いたしました。同委員会の調

査で判明した事実により当社は、不適切な会計処理が及ぼした決算への影響額を調査し、過年

度の決算を訂正し、平成 21年 12月期期末決算から平成 22年度第３四半期までの有価証券報
告書・四半期報告書について訂正報告書を提出いたしました。 
過年度決算の訂正となったことは、当社の財務報告に係る内部統制に重要な欠陥があったた

め、不適切な会計処理を当社株式交換前のデューディリジェンス時及び株式交換後の発見に遅

れを生じさせたものと認識しております。 
また、当社は、当連結会計年度末時点において、決算・財務報告プロセスの不備を原因とす

る多くの誤謬を会計監査人に指摘され修正しております。 
 

２．重要な欠陥の是正について 
 当社では財務報告に係る内部統制の整備及び運用の重要性を認識しており、第三者調査委員

会の調査報告書での、提言及び具体的施策を踏まえ、財務報告に係る内部統制の不備是正策の

策定・実行に着手しております。 
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 尚、本件に関する緊急確認事項として、また再発防止策として、当社が既に実行している取

組みは以下のとおりです。 
［緊急確認処置］ 
・ 当社の過去の類似取引（第三者割当増資に係る払込金額）の実在性 
・ 訴訟に関する債権債務の網羅性 
 
［実行済及び実行中の再発防止策］ 
・ コンプライアンスの再徹底 
（平成 23年４月 19日：グループ役員コンプライアンス研修） 
（平成 23年５月予定：子会社社員コンプライアンス研修） 

 
  

以上 
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